
今出川御門

配置図　S=1／500
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今出川通り

管理事務所
環境省京都御苑

宮内庁京都事務所

京都府京都市上京区京都御苑15番地
工事場所

桂宮邸跡

京都迎賓館

京都御所

大宮御所

皇居警察本部
京都護衛署

宗像神社

閑院宮邸跡

仙洞御所

案内図　S=1／3000

（工事対象外）

図　番

年月日

図　名

縮　尺

環境省京都御苑管理事務所 公園名称 京都御苑 工事名称
株式会社 環境・建築研究所
管理建築士　一級建築士登録第186604号 岡部 惠一郎

案内図・配置図

S=1/3000,1/500
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（土塀,工事対象外）

勅使門駒寄

土塀-5

今出川通り

※　今回工事は、上記　　枠内の勅使門駒寄と土塀-5である

（工事対象）

（工事対象）
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80.99

13
2023年6月28日桂宮邸跡土塀等改修工事

令和5年度京都御苑



隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

1,060

89
0

46,690
114,858

12
,7

50

8,525 32,480 13,025 13,078

29
,4

30
30

,3
20

京都御苑 苑路

-978

-939

-315

-254

-1035

-1185

-680

-934

-709

-737

-1305

-1520

-1190
-1206

-1325

-1310 -1430

-1040 -1120

-1049-806 -800

-774
-450

-400

-225

-134

-456
-617

-250
-310 -550

-1124

既存建物 既存建物

既存建物 既存建物

植栽

電柱

植栽

アスファルト舗装
アスファルト舗装

アスファルト舗装

表門

駐車場

土
塀

－
５

土
塀

－
５

勅使門

土塀－１

-1305
-1275

今出川御門

京都御苑 苑路

±0 仮BM

89
0

今出川通
（法42条1項1号道路）

16,850 2,650

歩道

16
7,

64
0

16
7,

64
0

図 番

図 名

縮 尺

株式会社 環境・建築研究所
管理建築士 一級建築士登録第186604号 岡部 惠一郎

全体平面図

S=1/3000,1/500
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）
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環境省京都御苑管理事務所 公園名称 京都御苑 工事名称 桂宮邸跡土塀等改修工事 6 13

（工事対象）

（この範囲の土塀は、工事対象外） （この範囲の土塀は、工事対象外）

（工事範囲:駒寄）

±〇〇〇 内の数値は、設計GLからの高さを示す

・仮BM＝設計GL±０

改修工事対象は、桂宮邸敷地北側の土塀５の今出川御門から東側に80ｍの部分、

および勅使門駒寄である。

図面指示箇所は合計27m

2023年6月28日

表示箇所は、Ⅱ工区(土塀の台輪改修に伴う屋根瓦葺き替え改修箇所)を示す

Ⅱ
工

区

Ⅰ
工

区

Ⅱ
工

区
Ⅰ

工
区

Ⅰ
工

区

令和5年度京都御苑



5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

9

5,000

6,652.5 890

工事対象外（今出川御門）

貝形

土塀－５ 東立面図

工事対象外（今出川御門）

株式会社 環境・建築研究所
管理建築士 一級建築士登録第186604号 岡部 惠一郎

図 名

図 番

土塀-５立面図

26,520 53.640

縮 尺 1/100
環境省京都御苑管理事務所 公園名称 京都御苑 工事名称

桂宮邸跡土塀等改修工事
7 13

1,
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1.
5

540 5,000

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

2 3 4 5 6 7 8 9

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

10 11 12 13 14 15 16 17

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

18 19 20 21

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

2023年6月28日

1

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 23

24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

1,110

2,020 4501,050950 40,500 930

土塀－５ 北立面図

土塀－５ 北立面図-1

北立面図-1より続く

北立面図-2より続く

北立面図-2へ続く

北立面図-3へ続く

土塀－５ 北立面図-3

10,500

34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24

23 24 1 10 11 20 25 27

10 20 27

1 10 20 27 1 7

5,000 5,000

30,000 9601,020 3,000 1,020 28,500 1,020

10 27

4,500

1,500 955 40,500

1,090

1,110

北立面図-3へ続く

南立面図-2へ続く

南立面図-1より続く

南立面図-2より続く

土塀－５ 南立面図-2

土塀－５ 南立面図-1

土塀－５ 南立面図-3

1,000 1,000

5,000

1,000

※工事個所を特定しやすくするため、現地土塀に沿って５ｍおきに木杭を設置しており番号を付している。本図ではそれを表示している。

※工事個所を特定しやすくするため、現地土塀に沿って５ｍおきに木杭を設置しており番号を付している。本図ではそれを表示している。

目地

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10
450

700

台輪改修・瓦葺改修工事範囲(9ｍ)

1

既存目地位置

450

台輪改修・瓦葺改修工事範囲(18ｍ)

台輪改修・瓦葺改修工事範囲(18ｍ) 台輪改修・瓦葺改修工事範囲(9ｍ)

工事範囲(延長80.99ｍ)

工事範囲(80.99ｍ)

工事範囲(80.99ｍ)

工事範囲(80.99ｍ）

Ⅰ工区 Ⅱ工区 Ⅰ工区 Ⅰ工区

Ⅰ工区

Ⅱ工区

Ⅰ工区

Ⅰ工区Ⅰ工区

Ⅰ工区

Ⅱ工区Ⅱ工区

令和5年度京都御苑



株式会社 環境・建築研究所
管理建築士 一級建築士登録第186604号 岡部 惠一郎

図 名

縮 尺

環境省京都御苑管理事務所 公園名称 京都御苑 工事名称

桂宮邸跡土塀等改修工事
図 番 8 13

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

宮内庁官舎敷地 環境省敷地

14,000

4,000

台輪改修・瓦葺き替え工事範囲-Ａ-

台輪改修・瓦葺き替え工事範囲-Ａ- 台輪改修・瓦葺き替え工事範囲-Ｂ-

1,000

18.0ｍ 9.0ｍ

18.0ｍ

土塀５屋根伏図

2023年6月28日

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

※工事個所を特定しやすくするため、現地土塀に沿って５ｍおきに木杭を設置しており番号を付している。本図ではそれを表示している。

1

Ⅰ工区
Ⅱ工区Ⅰ工区

Ⅰ工区

Ⅱ工区

Ⅱ工区

6.0ｍ 1.45ｍ

46.54ｍ

令和5年度京都御苑



株式会社 環境・建築研究所
管理建築士 一級建築士登録第186604号 岡部 惠一郎

図 番

土塀改修詳細図

縮 尺 図示

図 名

台輪 更新及び既存補強計画図 S=1/10

砂漆喰塗りの上浅葱漆喰塗

※漆喰塗の手順

2．中塗15㎜程度を平滑に施工し、その乾燥状況を確認する。
1．下塗土の斑直しをおこない平滑に仕上げる。

4．白漆喰で定規筋5本を鏝塗りで仕上げる。
3．砂漆喰を厚さ3～5㎜で鏝塗りし、間を置かず、仕上の浅葱漆喰を鏝塗りして仕上げる。砂漆喰を含む漆喰塗り厚は6㎜程度を標準とする。

2023年6月28日
環境省京都御苑管理事務所 公園名称 京都御苑 工事名称

桂宮邸跡土塀等改修工事
9 13
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620 120

610

135

1,
67

0
73

5

20
0

撤去

中塗

表層撤去

浅葱漆喰塗

定規筋

改修

撤去
中塗までこそげ落としの上

風食により脆弱化した下塗り土、

斑直しに相当する粗土の除去

中塗

浅葱漆喰塗

定規筋

斑直し

斑直しに相当する粗土の除去
撤去

改修

中塗

浅葱漆喰塗

定規筋

斑直し

粗摺り

改修

中塗までこそげ落とし

浸食の進む粗摺り土、

壁体数量

単位；㎡

壁体改修 A
表層部の
劣化改修

壁体改修 B

劣化改修
下層からの

壁体改修 C

劣化改修
壁体からの

単位;箇所

鎹 撤去・撤去跡補修

中塗までこそげ落とし

中塗以降浅葱漆喰塗

表層撤去

台輪改修 A

台輪改修 B
瓦葺き改修を含む

左官工事改修 小舞、麻メッシュ等補強

台輪数量

単位；ｍ

改修種別 種別 作業の順序と内容

（瓦葺仕上げ＝別途工事）後、荒壁・中塗り新設

（瓦及び葺土撤去＝別途工事）

（心木を含む木下地組み新設＝別途工事）

左官下地竹木舞打ち付け

台輪下地骨組みの撤去

30

21
0

台輪下地アンカー

（ヒノキ 赤身勝）
桁 90×120新設 0.257ｍ2

腰:花崗岩（既存）

道路境界線

135

620 120

Ⅰ干煉瓦

Ⅶ-2
Ⅶ-1

Ⅵ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

下引塗(砂漆喰)3～5mm

荒付け 50mm

Ⅰ

小斑直し 20mm

大斑直し 20mm

底埋め 20mm

中塗り 15mm

浅葱漆喰 3mm

壁体改修Ｃ

壁体改修Ｂ

壁体改修Ａ

干煉瓦

20 20

礎石 礎石

鎹：

錆びた鋼製鎹を撤去のうえ、石材に欠損がある場合寒水石モルタルを色合わせして欠損部分を埋める

礎石 礎石

石材の継ぎ目には目地を設けること。

改修断面図(水平方向)

15

125 撤去断面図

改修断面図(鉛直方向)

礎石 鎹詳細図 平面図 S=1/2

礎石 鎹詳細図 断面図 S=1/2

石材の継ぎ目には目地を設けること。

石材の欠損箇所は、

寒水石モルタルを色合わせして埋める

土塀壁体、左官塗層構成図 Ｓ＝1/1

土塀－５ 改修図 1/20 ※撤去と改修の内容と数量は下表による

380 380

外側

道路境界線

腰:花崗岩（既存）

内側

・砕石の上に洗砂利をｔ10㎝敷きつめる。

鎹撤去および欠損箇所改修

鎹撤去および欠損箇所改修

既設縁石は、竣工前に表面を洗うこと

既設雨落ち溝 80.99ｍ改修

土塀壁面詳細図 Ｓ＝1/10

■ 土塀壁面改修種別ごとの左官工事数量一覧表 区画1～18の一部(区画は立面図参照のこと)

SUSペグ300

Ⅱ工区で6箇所

Ⅰ工区 Ⅱ工区

土塀5外側 土塀5内側 土塀5外側 土塀5内側

90.16 60.11 45.09 26.93

17.26 8.77

12.79 9.39

53.99 53.99

27.00 27.00

6.0

12.79 9.39

17.26 8.77

90.16 60.11 45.09 26.93

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

※Ⅱ工区には瓦屋根の取付・

再設置を伴う台輪改修工事が

含まれる。

令和5年度京都御苑

台輪部分改修の詳細は

第10図台輪部分改修詳細図
によること

 砕石を埋め戻す。

・吸出防止剤を敷きつめた後、仮設で使用した

・スラブの下に有る土砂をすき取る　ｔ10㎝

・既存のコンクリートスラブを撤去し、



株式会社 環境・建築研究所
管理建築士 一級建築士登録第186604号 岡部 惠一郎

環境省京都御苑管理事務所 公園名称 京都御苑 工事名称

桂宮邸跡土塀等改修工事
図 番 10　13

縮 尺 図示

図 名 台輪・瓦葺改修詳細図

2023年6月28日

棟積み改修

（桧 赤身勝）
桁 90×120新設

竹木舞

仕上げ漆喰

本瓦葺き改修 本瓦葺き改修

土塀－５ 台輪部分改修詳細図 1/10 (改修後を示す)

中塗り(斑直し）

台熨斗

蟹面戸瓦

熨斗瓦 4段

巴瓦

掛瓦

平瓦
素丸

敷き平

蟹面戸瓦

台熨斗

竹木舞

素丸

熨斗瓦 4段

銅線引き(巴釘は使用しない)

土居葺き(左官工事)

90

1.瓦を撤去する。この際土塀内外の瓦をおよそ同数ずつ外し、台輪上部のバランスが崩れないよう留意しながら行う。

2.台輪上部の葺土を撤去する。次いで台輪部分を撤去する。

3.台輪の既存下地(丸鋼、棕櫚縄等)を撤去する。丸鋼は改修該当部分で切断すること。丸鋼配置と数量を確認すること。

4.新下地(心木、桁、間渡材等の木舞下地)を組む。

5.木舞等の左官下地を組む。

6.中塗りを行い左官下地を造る。

7.瓦下地(土居葺き)を左官工事で造る。

8.平瓦、巴瓦を施工する。この際釘などは使用せず、銅線（＃19）を用いて引き、落下防止とする。

10.南蛮漆喰を施工し、瓦葺工事を完了し、左官工事に受け渡す。

9.棟を施工する。この際釘などは使用せず、銅線（＃19）を用いて引き、落下防止とする。

11.浅葱漆喰による左官仕上げを施工する。

1.大工工事、左官工事と瓦工事が取り合う個所であるため、関係者間で十分な打合せをおこなったうえで作業を進めること。

台輪改修工事手順＝上図の破線部分を撤去新設する

※漆喰塗の手順

2．中塗（土）15㎜程度を平滑に施工し、その乾燥状況を確認する。
1．下塗土の斑直しをおこない平滑に仕上げる。

240

60

27
0

75
19

5

150

690

135

12
0

3．砂漆喰を厚さ3～5㎜で鏝塗りし、間を置かず、仕上の浅葱漆喰を鏝塗りして仕上げる。砂漆喰を含む漆喰塗り厚は
6㎜程度を標準とする。

撤去 撤去

土塀－５ 台輪部分撤去図 1/50

破線部分を撤去・改修する。

留意しながら行う。
瓦の撤去は、台輪上部のバランスが崩れないよう

棕櫚縄、下げ縄等下地は撤去、
組鉄筋は、両端で切断し撤去する。
切断は、サンダー等を用いて行い、溶断は行わないこと

165

380 380 570

620 120

20
0

外側

腰:花崗岩（既存）

1,
67

0
73

5

撤去

下地鋼材撤去

土居葺き撤去

葺土撤去

瓦撤去

破線部分を撤去・改修する

1,
67

0

165

380 570

620 120

20
0

腰:花崗岩（既存）

1,
67

0
73

5

900

380

瓦積み撤去・改修

葺土撤去・改修

土居葺き手撤去・改修
下地材新設改修

外側

破線部分を撤去・改修する。

土塀－５ 台輪部分改修図 1/20

900

900

900

265

撤去 撤去 撤去 撤去

水平バランスを崩さないよう
留意しながら行う。

瓦下地材 Sus棒材 6φ
Susアングル40×40,t=3

木材の継ぎ手は釘を使わない継ぎ手・仕口とすること

木材の継ぎ手は左右の材で重ならないよう配置すること

木材の継ぎ手は釘を使わない継ぎ手・仕口とすること

SUSペグ300

令和5年度京都御苑

木舞を端部まで詰めること。
鋼棒の上部をカバーする

既存台輪

新設漆喰仕上げ面

鋼棒の露出部分は防錆塗料塗布

台輪既存との取合部分詳細図

1/10 (改修後を示す)

(鋼棒が残っている場合は本図による。
これ以外の状況であれば係員との協議による。)

本瓦葺き撤去・改修
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図　名

縮　尺 S=1/20

1
15

1,705

1
,4

1
6

笠木　変形改修（既存部材再利用）

西側立面図　1/20

平面図　1/20

4,826 1,661.5 1,661.5 4,826

工事範囲 工事範囲

閂取り付け

11

交換部材

:支給

:調達

交換部材

:支給

:調達

195

450

60 40

34

10
2

座付き丸環

4.5

座付きダブル環

14Φ 止めワッシャーt6

PL3.2 3.5×25 皿木ねじ 16本

閂部分詳細図　1/5

開口18Φ

6

PL3.2

鋼材部分はDP塗装とする

控柱 140×140×2，000

腕木 60×118×400(含ほぞ)

改修内容

3．引き戸戸車（再利用）及びレール（再利用）の調整

7．使用木材

・図中黒色斜線で示した部材の木材（乾燥済み未加工）は、

現在環境省京都御苑管理事務所が保管するものを支給する。

15本、控柱4本、腕木4本分のヒノキ材は、当該工事の

受注者が調達すること。

8．組み立て前に、全ての部材の表面をキシデコール同等品の

防腐・防虫剤により塗装すること。

9．仮設物の取り外し、返却、廃棄処分を適宜行うこと。

・上記以外の（赤色斜線）方立（柱、小柱）のヒノキ材

4
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,
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1
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8
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1
8
4

断面図　1/10

1
92
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08

部分詳細図　1/10

1
2
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13
6

18

74

185

74
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192

183

111 111 111 111

111 111

91 91 91 91 91

111

825

締金物：鋼板5mm　再利用塗装改修

土台：ヒノキ(交換)

地長押：ヒノキ(交換)

親柱：ヒノキ(交換)

子柱：ヒノキ(一部交換)

笠木(桁)：ヒノキ(再利用)

屋根板(笠木)：銅板0.3mm(再利用)

礎石：白御影石小叩仕上(再利用)

控柱140×140×2,000

方立：ヒノキ(再利用)

上框：ヒノキ(再利用)

下框：ヒノキ(再利用)

腕木

320

345

2,
00

0

交換部材

:支給

:調達

1．敷居(ヒノキ)の交換

4．土台（ヒノキ）の交換

5．内側閂の新設7箇所

2．方立（柱、小柱）の交換(再利用:撤去保管中)　49本　

6．控柱及び腕木の交換4箇所(現在単管にて代用中)

駒寄せ平面図・立面図
13

2023年6月28日桂宮邸跡土塀等改修工事
令和5年度京都御苑
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図　名

縮　尺

GL

1
3.

5ﾟ

控柱受枠 正面図 控柱受枠 側面図 控柱受枠 展開図

控柱受枠 平面図

特記事項

固定すること。

2．基礎の天端は地盤面より5㎝上とすること。

4．ステンレス鋼板は、控柱を固定する前にエポキシ系樹脂塗料（艶消し、黒色）にて塗装すること。

１．控柱は、市販の基礎コンクリートブロック（300×300×350）に、受枠（ステンレス鋼板:JIS G4304 4㎜を図示の通り加工する）

5．同様に控柱を固定後、通しボルト、ワッシャー、ナット（各表面）をエポキシ系樹脂塗料（艶消し、黒色）にて塗装すること。
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140
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3
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通しボルトM12　L=170　1本
ナット、ワッシャー付き

ステンレスアンカーボルトΦ16　L250　1本

ナット、ワッシャー付き

コンクリート基礎ブロック

300×300×350

均しモルタル

コンクリート基礎ブロック

300×300×350

均しモルタル

通しボルトM12　L=170　1本
ナット、ワッシャー付き

コンクリート基礎ブロック

300×300×350

外側面取り加工

ステンレス鋼板　JIS G4304　T=4㎜

孔空け Φ13㎜孔空け Φ13㎜

孔空け Φ17㎜

折り曲げ線

144

4896

7272

孔空け Φ13㎜

をステンレスアンカー（Φ16㎜　L250㎜）で固定して、所定の位置にステンレス通しボルト（M12:170㎜）、ワッシャー、ナットにより

3．ステンレスアンカーは、無収縮モルタルにて基礎天端からネジ切り部分が20㎜出るように埋め込むこと。

駒寄せ控柱基礎詳細図

1312

50150

400

15050

基礎砕石　RC-40 

10
0

50

400

150 150 50

1
0
0

基礎砕石　RC-40 

2023年6月28日桂宮邸跡土塀等改修工事
令和5年度京都御苑



株式会社 環境・建築研究所
管理建築士 一級建築士登録第186604号 岡部 惠一郎

図 名

縮 尺

図 番
仮設計画図（参考）

S=1/500，1/100，1/50
環境省京都御苑管理事務所 公園名称 京都御苑 工事名称

桂宮邸跡土塀等改修工事
13　13

2023年6月28日

宮
内

庁
職

員
官

舎
境

界
 既

存
フ

ェ
ン

ス

宮内庁職員官舎 出入口

N

作業ヤード1 作業ヤード2

勅使門駒寄

宮内庁職員官舎

工事作業所事務所5.4ｍ×3.6ｍ

駐車場6台

汲み取り式仮設便所2か所

作業員控室5.4ｍ×3.6ｍ

水場 水栓3か所

今出川御門 土塀-５
工事進入口 今出川通 工事進入口

キャスターゲート

万能鋼板囲い

フェンスバリケード

凡例

仮囲い 仮設事務所等 配置図 1／500

１．土塀の改修に必要な仮設足場は、土塀の南北にクサビ緊結式足場を設置し、土塀の上部を透光性のある屋根で覆った構造を想定している。

２．北側今出川通り沿いの足場は、市道の歩道との境界線（側溝縁石の歩道側）を越えて設置しないこと。

４．土塀を挟んだ前後（南北）の連結が困難なことから、それぞれの根固め、屋根の緊結を十分に行うこと。

５．今出川通側安全鋼板の上端より南側の土塀の上端までを飛散防止のため安全ネットで覆い、端末を固定すること。

６．土塀南側の土塀上端より下は、メッシュシートで覆うこと。

控え材、コロバシ単管・杭は、作業性を考慮しつつも、十分な幅、根入れを確保し支柱の安定を確保すること。

屋根は、南（桂宮邸跡）側に向けて5％以上の勾配をつける（南を下げる）こと。

既存の手摺りは、工事中も取り外さないことを想定している。事前に損傷や老朽化等現況を確認・記録すること。

安全鋼板と足場は、手摺りを鋼板と足場の支柱等で挟んで設置するが、手摺りへの過大な加重や負荷を避け、干渉の少ない固定とすること。

７．台風等強風時には、構造上不安定となることが予想されることから、事前に調査職員と協議して、

ロープ固定用のアンカー杭打設や立木の根元へのこも巻き等の養生等固定箇所を準備しておくこと。

強風の発生時には、ロープの緊結、メッシュシートの開放等、対策を早めに実施するとともに、

休工中も巡回して状況を確認し、安全対策に万全を期すこと。

３．図は、土塀の瓦屋根改修部分の想定を示しているので、屋根の高さは、作業内容に応じて適宜調整すること。

特記事項 ※土塀-5仮囲いの設営については下記に配慮して行うこと

610

135 3,
50

0

1,
47

0
93

5

3,
00

0

歩道

今出川通り

屋根梁：単管2500＠1500

母屋：単管＠830
垂木：スギ等30*60L=2700＠300

屋根：透光性ポリカーボネート波板t=1.2mm,L=2.73m

飛散防止用安全ネット 道路境界線

既存見切り石

既設工事用道路

合板(コンパネ)t=12

地貫き：単管1200,＠1800

支柱

ナイロンロープ(強風対策)：マルチフィラメント系

径10mm以上8撚り2重仕様 ＠5400
(平時、作業時は設置せず別所に格納し、

休日や10m/S以上の風速下で設置する)

今出川通り側

400 620 120

3,500

控え柱：単管2000,＠1800

単管杭1000,＠1800

再生砂利(RC-40)
(コンクリートスラブ撤去)

桂宮邸跡敷地側

メッシュシート

内側 外側

道路境界線

安全ネット

手摺(筋交い)

手摺(筋交い)

土塀基礎御影石

手摺(筋交い)
万能鋼板

足場 足場

足場

既存雨落ち溝

安全ネット

120

足場

令和5年度京都御苑

単管1,500 ＠5,400
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